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慶應義塾大学　日本語・日本文化教育センター紀要
『日本語と日本語教育』51：165（2023.3）

〔大学院文学研究科修士論文〕

程度強調を表す語構成要素に関する研究

陳　文潔
本論文は現代日本語で、程度強調の意を持ち、接頭辞・造語成分として合成語の前部分
となる 9種類の接頭辞、3種類の造語成分、計 12種類の語構成要素について分析したも
のである。分析にあたっては、程度副詞の先行研究の中で見られる程度性と評価性とい
う観点を導入し、それぞれの語構成要素を「程度指定型」「程度強調型」、「プラス評価」
「マイナス評価」に分けて考察、分類を行った。具体的にはまず先行研究で指摘されてい
る語構成要素に加え、BCCWJ、国語辞典、インターネット上の文字情報から用例を採集
し、収集した用例に対して、「合成語の品詞性」、「後接語基の語種」として整理した。次
に、例文の文脈を検討しながら、後接語基が表される程度性についての判断根拠と後接
語基の評価性を考察した上で、各語構成要素の程度性、評価性を判定した。
その結果、程度強調接頭辞について、「大（オオ）―」は「程度指定型」として、マイ
ナス評価の語と結合しやすい傾向があり、マイナス評価を示す接頭辞として用いられる
ことも可能になる。一方、「大（ダイ）―」は「程度指定型」と「程度強調型」の両面を
持ち、後接語基にはプラス評価ととらえられるものが多く、プラス評価の傾向を示す接
頭辞と見なされる。そして、「超―」「激―」「絶―」「素―／素っ―」「ど―」はいずれも
「程度強調型」に分類することができるが、「超―」「激―」の後接語基はプラス評価にも
マイナス評価にも、どちらか一方に偏る傾向がなく、この 2つの接頭辞には顕著な評価
性が見られない。それに対し、「素―／素っ―」「ど―」はマイナス評価の語基と結合し
やすいため、マイナス評価寄りの接頭辞と判定されるが、「絶―」は二字の漢語語基と結
合するとき、その語基にはプラス評価のものが多く観察されたので、プラス評価寄りの
接頭辞であると判定した。
また、程度強調に隣接する接頭辞「真（ま）―」「丸（まる）―」については「程度強調
型」に属し、後接語基の評価性には特に傾向が認められないため、どちらも評価性を有
しないことがわかる。程度強調接頭辞の周辺として位置づけられる「馬鹿」「くそ」「鬼」
という造語成分については、「馬鹿」「くそ」が「程度強調型」として、マイナス評価の
語基、プラス評価の語基のいずれにも結合できるが、これらの造語成分が語として用い
られるときの好ましくない意味に影響を受け、後接語基にマイナスのニュアンスを付加
する機能があり、マイナス評価を示す造語成分語として用いられやすいと考える。一方、
「鬼」は「程度強調型」、「程度指定型」のいずれにも解釈できる。また、人間が想像され
た抽象性の高い生き物として、「鬼」の評価性は決めがたいが、後接語基にはプラス評価
を示すものが多く、「鬼」はプラス評価寄りの造語成分として用いられることが多いよう
に思われる。
従来は単に程度強調としてひとくくりで説明されてきた接頭辞・造語成分について、以
上のような観点から考察した。


